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研究の概要 

児童虐待に関わる専門職の人材育成について 

  

本研究は、大きく２つの方法と目的がある。①行政機関が実施し報告している「児童虐待死亡事例検証報

告」を参考にして、当該事例についての裁判記録等を閲覧し、事例研究をおこなうための資料を作成する。

裁判記録を用いることで、親の供述や証人尋問から加害親の状況が明らかになる。②作成した資料を用いて、

児童虐待に関わる児童相談所、児童家庭支援センター、市町村担当者などの専門職が、子どもの虐待を早期

に発見し、適切に対応出来る人材となるよう育成するための、研修プログラムの開発をおこなう。個人が特

定されないように配慮したものを用いるが、実際の事例に近いため、リアリティがあり実践に生かしやすい。 

研修プログラムで使用する教材は、裁判記録を事例研究に適用できるようにするためのフォーマットや表

現方法を開拓し、従来の検証報告と比較を中核に据え、独自の分析を示したものである。裁判記録等を用い

て事例研究をおこなうことで、検証記録だけでは到達し得なかったソーシャルワークの観点を示唆し、今後

の児童虐待死防止に有効な介入方法等を考察することから、児童虐待に関わる専門職への有効な研修として、

各自治体や関係機関で活用して欲しい。          

【科研費】  

・(基盤研究 C 23530751)「児童虐待死亡事例について司法記録等の分析から効果的な介入のポイントを検証する」 

・(基盤研究 C 17K04704)「児童虐待対応専門職育成のための教育プログラムの開発」 

・(基盤研究 C 23K02692)「児童虐待専門職のオンラインを用いた育成プログラムの開発」 

 

SDGs目標 10：人や国の不平等をなくそう 

② いつ、どこで、だれが、その家族にかかわり、どうして
いたら子どもを助けられたか、親の立場から家族
を知るために裁判記録を活用する。 

① 家族の状況や関係機関との関わりなどを、いくつかのポイントとなる
場面を切り取り、図で示すことで研修の教材として使いやすい物と
なる。 

警察

児童相談所

ポイント場面①②③の状況や場面を表した作図の方式
(検証報告・裁判記録）齋藤知子作成

⑦ 児童相談所以外の関係機関につい
ては、機関名を示し、関係者については、
男女関係なく右の
イラストを用いた。また、黄色の
矢印で、働きかけの方向を表した。

③ 被害児童については、視覚
でわかりやすくするため、
男児は青のズボン姿、
女児は赤のスカート姿で現し、
黄色の丸で本児と記す。

本児

④ 児童相談所等は機関名
と児童福祉司（その他の専門
職）を赤の人物で表した。

【 ○○市○○死亡事例（事例のタイトル）】

県 保健所
保健師

実母

① 各事例のポイント ①,②,③の場面
について検証報告と裁判記録に基づい
てそれぞれ別に図式化した。
検証報告と裁判記録を比較分析し
たものを、その後、インシデント・プロセス
方式を用いて事例検討するための資料
とすることを意識し 、各事例３場面程
度にするようにした。

② 場所や状況、家族構成等
が、わかりやすいようにイラストを
用いて、ポイント場面の説明を
行う。

⑤ 家族などについては、関
係や性別などが色で区別で
きるよう人物のイラストを使用
している。また本児との関係
を〇で示している。

実父

目撃者

通報者

⑥ 関係機関以外の個人の
目撃者や通報者についても、
図の中に挿入し、発言につい
ても吹き出し内に記入する。

２つの分析方法

裁判記録を用いた分析

裁判記録等に
基づく

事例分析

裁判記録等を
用いた

事例検討会の
実施
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本研究における児童虐待死の分析方法（齋藤知子作成）

児童虐待死
の予防

専門職の
人材育成

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=7109b3b53283f5de&lang=ja&st=researcher

